
学
び
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

入
試
に
込
め
る
に
は

教
務
と
入
試
の
部
署
間
の

連
携
が
不
可
欠

少
子
化
の
時
代
に
お
い
て
は

募
集
ニ
ー
ズ
か
ら
教
育
改
革
を

考
え
る
視
点
が
大
切
に

大
学
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め

〝
学
び
〞そ
の
も
の
を

広
報
資
源
に

取材・文／本間学　撮影／坂井公秋

教
育
の
特
徴
は

高
校
生
に
伝
わ
り
に
く
い

＊1 Sustainable Development Project organized Problem Based Learning。持続可能な社会の発展に資する人材育成という大学の教育目標のためのオリジナルPBL
＊2 東京都市大学オーストラリアプログラム。1年次からの準備教育と2年次約4か月間の留学を合わせた2年にわたる独自の国際人育成プログラム
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福島大学　教育推進機構 
アドミッションセンター 副センター長
しんどうよういち●高等教育機関専門のコンサル・広告企業を経て、2019年に福島大学に入
職。現在、福島大学は東日本大震災をきっかけに、予測困難な時代に自ら判断し行動できる人材を
育成するために教育改革に取り組んでおり、その中で主に入試および高大接続の分野を担当。

教
育
改
革
で

募
集
力
を

高
め
る
に
は
？

〜
3
大
学
の
入
試
部
リ
ー
ダ
ー
鼎
談

教
育
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
む
３
大
学
の
入
試
広
報
責
任
者
が

教
育
改
革
と
連
動
し
た
募
集
広
報
の
あ
り
方
、高
校
と
の
関
係
づ
く
り
、

文
科
省
施
策
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
う
。

＊3 Ryukoku Inventive Program

特集  教育改革と学生募集

Talk Session

新藤 洋一龍谷大学  
入試部・高大連携推進室 事務部長

おかだゆうすけ●1995年4月、龍谷大学に入職。文学部教務課、システム課、学長室を経て、
2020年度から現職。2004～2019年度までの16年間、学長室において経営企画、中長期計画、
設置認可申請、IRなどの業務に携わる。

岡田 雄介

東京都市大学   
入試部長

すがぬまなおはる●1990年学校法人五島育英会に入職。東横学園女子短期大学・就職課、武
蔵工業大学・教務課を経て、2006年大学統合推進化事務室で1法人内２大学統合実務を担当。
新学部事務・教務・財務課を経て、2017年より現職。

菅沼 直治

持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

龍
谷
大
学
・
岡
田

　高
校
生
は
も
っ
ぱ

ら
新
学
部
や
学
部
改
組
の
動
き
か
ら
中

堅
大
学
を
知
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
大
規

模
総
合
大
学
の
場
合
、
学
部
ご
と
の
学

び
の
詳
細
を
伝
え
き
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
私
自
身
は
長
ら
く
経
営
企
画
に
お

り
、
中
期
計
画
や
学
部
設
置
に
関
わ
っ

て
き
た
た
め
、
マ
ク
ロ
の
視
点
か
ら
入

試
戦
略
を
考
え
て
い
ま
す
。
今
で
は
教

育
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
が
進
み
、
ど
の

大
学
も
教
育
内
容
で
の
大
き
な
違
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
般
的
に
は
、

併
願
関
係
の
大
学
間
で
学
部
構
成
が
似

通
う
傾
向
に
あ
り
、
ま
す
ま
す
差
別
化

―
―
人
口
減
下
で
学
生
募
集
の
重
責

を
担
う
身
か
ら
見
た
教
育
改
革
と
は
？

東
京
都
市
大
学
・
菅
沼

　志
願
者
を
増

や
す
う
え
で
の
最
上
位
施
策
は
学
部
改

組
で
す
。
近
年
、
S
D 

P
B
L
や

T
A
P
な
ど
特
徴
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
募

集
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
バ
ッ
タ
ー
に
は
な
り

に
く
い
。
私
自
身
、
教
務
畑
も
経
験
し

ま
し
た
が
、
当
時
は
学
内
調
整
が
主
な

仕
事
で
、「
こ
の
教
育
は
高
校
生
に
ど

う
見
え
る
か
」
と
い
う
視
点
は
あ
ま
り

し
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

福
島
大
学
・
新
藤

　地
方
国
立
大
の
課

題
は
、
共
通
テ
ス
ト
の
自
己
採
点
で
出

願
先
が
決
ま
り
、
教
育
研
究
の
特
徴
で

は
志
望
さ
れ
に
く
い
点
で
す
。
高
校
生

は
「
国
立
」
と
い
う
認
識
だ
け
で
、
ど

ん
な
教
育
か
知
ら
ぬ
ま
ま
出
願
し
、
大

学
も
受
験
生
の
顔
が
見
え
る
の
は
願
書

が
届
い
て
か
ら
。
こ
の
状
況
を
打
破
す

る
べ
く
、
探
究
学
習
支
援
な
ど
の
高
大

接
続
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

菅
沼

　学
生
募
集
で
は
、
大
学
の
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
が
重
要
で
す
。
大
学
は
、

設
置
区
分
×
立
地
×
規
模
×
偏
差
値
な

ど
で
、
リ
ー
ダ
ー
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
、

フ
ォ
ロ
ワ
ー
、
ニ
ッ
チ
ャ
ー
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
受
験
産
業
が
生
み

出
し
た
偏
差
値
は
、
文
科
省
発
出
の
文

書
に
は
出
て
き
ま
せ
ん
が
、
日
本
で
は

大
学
評
価
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
１
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

か
で
戦
略
は
変
わ
り
ま
す
が
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
で
あ
る
本
学
は
、学
部
改
組
、

新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
再
整
備
な
ど
、
ほ
ぼ
、
毎
年
改

革
に
取
り
組
み
、
差
別
化
す
る
戦
略
を

と
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
偏
差

値
と
は
異
な
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
で
の

リ
ー
ダ
ー
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

岡
田

　常
に
「
動
き
」
を
見
せ
る
こ
と

ム
の
創
出
に
よ
り
、
教
学
促
進
・
充
実

を
目
的
と
す
る
「
企
画
選
定
型
」
の
事

業
を
展
開
し
、
全
学
的
な
教
育
改
革
・

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
藤

　福
島
大
学
は
近
年
、「
ふ
く
し

ま
未
来
学
」
を
中
心
と
し
た
地
域
で
の

サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
力
を
入
れ
、

文
理
融
合
教
育
に
つ
い
て
は
、
20
年
前

よ
り
学
群
学
類
制
を
採
用
す
る
こ
と
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
教
育
に
自
信
は

あ
る
も
の
の
、
そ
の
価
値
を
高
校
に
伝

え
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学

生
募
集
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
は
受
験
生

向
け
の
短
期
的
な
も
の
と
、
中
期
的
な

フ
ァ
ン
づ
く
り
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が

は
改
革
に
積
極
的
な
大
学
の
イ
メ
ー
ジ

を
定
着
さ
せ
、
高
校
生
へ
の
ア
ピ
ー
ル

に
も
な
り
ま
す
。
本
学
も
近
年
で
は
、

農
学
部
の
新
設
、
国
際
学
部
の
改
組
・

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
、
先
端
理
工
学
部
の

改
組
に
加
え
、
本
年
4
月
に
は
心
理
学

部
を
新
設
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
入
試
制
度
改
革
や
学
生
募
集
広

報
の
充
実
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
堅
調

な
学
生
募
集
が
続
く
一
方
で
、
学
内
に

「
ま
だ
大
丈
夫
」
と
の
油
断
が
生
ま
れ
、

ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
、「
龍
谷
I
P
」
と
い
う
年
間
最
大

1
億
円
の
採
択
型
教
育
改
革
資
金
を
設

け
、
再
構
築
を
含
む
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ

あ
り
ま
す
。
共
通
テ
ス
ト
後
に
出
願
先

を
決
め
る
国
立
大
志
望
者
に
は
、
短
期

的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
寄
り
の
広
報
は

不
向
き
で
す
。
そ
こ
で
今
、
学
び
そ
の

も
の
を
広
報
資
源
と
し
て
高
校
生
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
接
触
段

階
か
ら
リ
ス
ト
化
す
る
試
み
を
始
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
総
合
型
選
抜
と
の
接

続
を
見
据
え
、
探
究
学
習
の
支
援
も
強

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

岡
田

　探
究
学
習
と
い
え
ば
、
東
京
都

市
大
学
が
始
め
た
オ
ー
プ
ン
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

菅
沼

　オ
ー
プ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
来
校
型
の
探

究
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
合
わ

せ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
参
加
者
は
研
究
成

果
を
本
学
の
年
内
入
試
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
来
校
型
イ
ベ
ン
ト
は
参

加
者
数
で
成
果
を
測
り
が
ち
で
す
が
、

志
望
度
の
強
い
受
験
生
の
出
願
に
つ
な

が
ら
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
本
年
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
差
別
化
と

体
系
化
を
図
り
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
、
オ
ー
プ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、

研
究
志
向
の
高
い
志
願
者
を
掘
り
起
こ

高
校
も
大
学
も
お
互
い
を

知
ら
ぬ
ま
ま
で
の
高
大
接
続

＊1

＊2

＊3 学
び
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

入
試
に
込
め
る
に
は

教
務
と
入
試
の
部
署
間
の

連
携
が
不
可
欠

少
子
化
の
時
代
に
お
い
て
は

募
集
ニ
ー
ズ
か
ら
教
育
改
革
を

考
え
る
視
点
が
大
切
に

大
学
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め

〝
学
び
〞そ
の
も
の
を

広
報
資
源
に

取材・文／本間学　撮影／坂井公秋

教
育
の
特
徴
は

高
校
生
に
伝
わ
り
に
く
い

＊1 Sustainable Development Project organized Problem Based Learning。持続可能な社会の発展に資する人材育成という大学の教育目標のためのオリジナルPBL
＊2 東京都市大学オーストラリアプログラム。1年次からの準備教育と2年次約4か月間の留学を合わせた2年にわたる独自の国際人育成プログラム
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、
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、
差
別
化
す
る
戦
略
を

と
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
偏
差

値
と
は
異
な
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
で
の

リ
ー
ダ
ー
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

岡
田

　常
に
「
動
き
」
を
見
せ
る
こ
と

ム
の
創
出
に
よ
り
、
教
学
促
進
・
充
実

を
目
的
と
す
る
「
企
画
選
定
型
」
の
事

業
を
展
開
し
、
全
学
的
な
教
育
改
革
・

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
藤

　福
島
大
学
は
近
年
、「
ふ
く
し

ま
未
来
学
」
を
中
心
と
し
た
地
域
で
の

サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
力
を
入
れ
、

文
理
融
合
教
育
に
つ
い
て
は
、
20
年
前

よ
り
学
群
学
類
制
を
採
用
す
る
こ
と
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
教
育
に
自
信
は

あ
る
も
の
の
、
そ
の
価
値
を
高
校
に
伝

え
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学

生
募
集
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
は
受
験
生

向
け
の
短
期
的
な
も
の
と
、
中
期
的
な

フ
ァ
ン
づ
く
り
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が

は
改
革
に
積
極
的
な
大
学
の
イ
メ
ー
ジ

を
定
着
さ
せ
、
高
校
生
へ
の
ア
ピ
ー
ル

に
も
な
り
ま
す
。
本
学
も
近
年
で
は
、

農
学
部
の
新
設
、
国
際
学
部
の
改
組
・

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
、
先
端
理
工
学
部
の

改
組
に
加
え
、
本
年
4
月
に
は
心
理
学

部
を
新
設
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
入
試
制
度
改
革
や
学
生
募
集
広

報
の
充
実
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
堅
調

な
学
生
募
集
が
続
く
一
方
で
、
学
内
に

「
ま
だ
大
丈
夫
」
と
の
油
断
が
生
ま
れ
、

ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
、「
龍
谷
I
P
」
と
い
う
年
間
最
大

1
億
円
の
採
択
型
教
育
改
革
資
金
を
設

け
、
再
構
築
を
含
む
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ

あ
り
ま
す
。
共
通
テ
ス
ト
後
に
出
願
先

を
決
め
る
国
立
大
志
望
者
に
は
、
短
期

的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
寄
り
の
広
報
は

不
向
き
で
す
。
そ
こ
で
今
、
学
び
そ
の

も
の
を
広
報
資
源
と
し
て
高
校
生
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
接
触
段

階
か
ら
リ
ス
ト
化
す
る
試
み
を
始
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
総
合
型
選
抜
と
の
接

続
を
見
据
え
、
探
究
学
習
の
支
援
も
強

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

岡
田

　探
究
学
習
と
い
え
ば
、
東
京
都

市
大
学
が
始
め
た
オ
ー
プ
ン
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

菅
沼

　オ
ー
プ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
来
校
型
の
探

究
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
合
わ

せ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
参
加
者
は
研
究
成

果
を
本
学
の
年
内
入
試
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
来
校
型
イ
ベ
ン
ト
は
参

加
者
数
で
成
果
を
測
り
が
ち
で
す
が
、

志
望
度
の
強
い
受
験
生
の
出
願
に
つ
な

が
ら
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
本
年
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
差
別
化
と

体
系
化
を
図
り
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
、
オ
ー
プ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、

研
究
志
向
の
高
い
志
願
者
を
掘
り
起
こ

高
校
も
大
学
も
お
互
い
を

知
ら
ぬ
ま
ま
で
の
高
大
接
続

＊1

＊2

＊3
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リ
ン
ク
し
て
い
ま
し
た
。

岡
田

　緻
密
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
と

も
に
、
自
学
の
理
念
や
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

照
ら
し
て
「
勝
算
が
あ
る
」
と
確
信
が

持
て
な
け
れ
ば
、
新
設
し
て
も
初
年
度

か
ら
定
員
割
れ
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
設
置
認
可
要
件
の
厳
格
化
に

関
し
て
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
の

下
で
学
部
設
置
を
し
て
き
た
大
学
な

ら
、
大
き
な
問
題
に
は
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。
設
置
認
可
業
務
は
、
経
験
値

が
も
の
を
言
い
ま
す
。
久
し
く
新
設
を

し
て
い
な
い
大
学
は
難
し
さ
を
感
じ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
、
私
が
副
会

長
を
務
め
る
大
学
行
政
管
理
学
会
で

は
、
設
置
認
可
業
務
の
課
題
を
共
有
す

る
研
究
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

新
藤

　国
立
大
学
に
お
い
て
も
、
今
後

の
学
生
募
集
環
境
は
相
当
厳
し
く
な
る

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
学
部
間
の
科
目

の
重
複
や
教
育
成
果
の
可
視
化
の
問
題

な
ど
は
、
ど
の
大
学
で
も
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応

す
べ
く
、
組
織
改
編
等
改
革
の
検
討
を

進
め
て
い
る
大
学
は
少
な
く
な
い
は
ず

で
す
。
こ
れ
か
ら
数
年
の
う
ち
に
、
地

方
国
立
大
学
で
は
入
試
も
含
め
た
改
革

が
進
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
大
学
教
育

と
入
試
広
報
の
あ
り
方
は
？

岡
田

　い
よ
い
よ
少
子
化
の
影
響
が
深

刻
化
す
る
中
で
、
受
験
生
を
た
く
さ
ん

集
め
、
入
試
で
ふ
る
い
落
と
す
と
い
う

従
来
の
「
選
抜
型
」
の
学
生
募
集
策
は

先
が
見
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
接
触

段
階
か
ら
高
校
生
と
関
係
性
を
深
め
、

教
育
内
容
を
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
意

欲
を
高
め
て
受
験
す
る
よ
う
導
く
「
接

続
型
」
へ
の
転
換
が
不
可
欠
で
す
。
片

や
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
高
等
教

育
は
成
長
産
業
で
す
。
本
気
で
留
学
生

を
確
保
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
大

学
」を
め
ざ
す
必
要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

2
0
4
0
年
代
に
は
、
在
学
生
の
半
数

が
外
国
籍
に
な
っ
て
い
て
も
不
思
議
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

菅
沼

　お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
入
試
の
選

抜
機
能
は
ど
ん
ど
ん
弱
く
な
っ
て
い
く

で
し
ょ
う
。
本
学
は
入
試
制
度
と
大
学

の
特
色
を
コ
ラ
ボ
さ
せ
、
広
報
機
能
を

強
化
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
２
０
１

９
年
度
に
導
入
し
た
原
子
力
人
材
入
試

で
す
。
こ
れ
は
高
度
な
使
命
感
を
持
っ

た
原
子
力
技
術
者
を
養
成
し
た
い
と
い

う
意
思
を
込
め
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
。
原
子

力
安
全
工
学
科
は
本
年
度
入
試
で
も
志

願
者
が
増
加
し
、
志
の
高
い
学
生
が
入

学
し
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
入
試

に
大
学
が
学
び
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め

る
に
は
、
教
務
と
入
試
の
部
署
間
の
連

携
が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

新
藤

　国
立
大
学
の
入
試
制
度
に
お
い

て
は
、
依
然
と
し
て
70
%
以
上
を
共
通

テ
ス
ト
と
個
別
学
力
検
査
に
よ
る
一
般

選
抜
が
占
め
て
い
ま
す
。
た
と
え
学
ぶ

志
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
5
、
6
教
科

の
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
て
、
地
方
国
立
大
学
で
は
探

究
学
習
と
紐
づ
け
た
総
合
型
選
抜
の
導

入
と
募
集
人
員
枠
の
拡
大
が
進
ん
で
い

ま
す
。
本
学
も
2
0
2
5
年
度
入
試
か

ら
共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学
類
に
お
い

て
、
そ
の
趣
旨
に
基
づ
く
総
合
型
選
抜

枠
を
拡
大
し
、
か
つ
女
子
枠
を
設
け
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
今
後
の
入
試
改
革
に

向
け
て
、
高
校
教
員
と
本
音
で
話
す
機

会
を
増
や
し
て
現
場
の
課
題
を
共
有

し
、
同
時
に
こ
れ
ま
で
伝
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
本
学
の
魅
力
を
積
極
的
に
伝
え

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
高
大
接
続
改

革
が
正
し
い
方
向
に
進
め
ば
、
偏
差
値

が
全
て
で
は
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
国

立
大
に
と
っ
て
は
危
機
で
も
あ
り
ま
す

が
、
独
自
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得
す
る

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
は
ず
で
す
。

岡
田

　少
子
化
の
時
代
に
お
い
て
は
、

募
集
ニ
ー
ズ
か
ら
教
育
改
革
を
捉
え
る

視
点
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
専
門
分
野
を
教
授
す
る
よ
り
も
、
分

野
を
問
わ
ず
、
今
、
社
会
が
直
面
す
る

課
題
の
解
決
に
資
す
る
教
育
の
提
供
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
見
合
っ
た
教

育
改
革
や
３
ポ
リ
シ
ー
の
設
定
、
学
生

募
集
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

す
た
め
に
学
科
が
主
催
す
る
探
究
支
援

の
イ
ベ
ン
ト
「
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
」
も
始
め
ま
し
た
。

新
藤

　大
学
教
員
が
高
校
生
に
直
接
コ

ン
タ
ク
ト
で
き
る
機
会
が
増
え
る
の
は

い
い
で
す
ね
。
教
員
の
中
に
は
、
高
校

の
変
化
に
無
関
心
で
あ
っ
た
り
、
学
習

指
導
要
領
の
改
訂
が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で

き
て
い
な
い
人
も
い
ま
す
。
他
方
、
高

校
教
員
の
中
に
も
入
試
と
い
う
一
面
で

し
か
、
大
学
に
目
を
向
け
な
い
人
も
い

る
。
高
大
接
続
改
革
が
叫
ば
れ
て
久
し

い
で
す
が
、
お
互
い
を
理
解
し
合
う
と

こ
ろ
か
ら
始
め
な
い
限
り
、
深
い
部
分

に
踏
み
込
め
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

岡
田

　高
校
教
育
の
現
場
で
は
、
２
０

２
２
年
度
か
ら
新
時
代
に
対
応
し
た
高

等
学
校
改
革
推
進
事
業
（
普
通
科
改
革

支
援
事
業
）
に
基
づ
く
「
新
普
通
科
高

校
」
が
全
国
に
出
来
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
い
わ
ば
、
大
学
進
学
を
目
的
と
し
な

い
普
通
科
。
本
年
開
校
し
た
京
都
市
立

開
建
高
校
は
、
広
い
学
習
空
間
と
、
自

由
な
発
想
で
学
べ
る
環
境
を
備
え
、
地

域
の
課
題
解
決
を
探
る
探
究
学
習
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
本
学
は
京
都
市
教
育

委
員
会
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
お

り
、
現
在
、
い
く
つ
か
の
学
部
と
、
高

校
生
と
大
学
生
が
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
で

一
緒
に
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
可
能
性
を

模
索
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
形
に
な
れ

ば
、
全
学
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
藤

　わ
れ
わ
れ
も
、
ふ
く
し
ま
未
来

学
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
高
校
の
探
究
学
習
支

援
に
つ
な
げ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
探
究

を
軸
と
し
た
高
大
連
携
の
モ
デ
ル
づ
く

り
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
う
れ
し
い
こ

と
に
、本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
た
い
と
、

今
ま
で
入
学
者
が
少
な
か
っ
た
中
国
、

四
国
や
関
西
エ
リ
ア
か
ら
入
学
す
る
学

生
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
保
守
的
な
進

路
指
導
を
す
る
高
校
教
員
も
ま
だ
少
な

く
な
い
の
で
す
が
、
以
前
よ
り
も
受
験

生
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

―
―
近
年
の
文
科
省
の
施
策
に
は
、
ど

う
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

菅
沼

　以
前
は
文
科
省
の
施
策
を
い
ち

早
く
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
は
、
正
解
を

手
に
入
れ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
今
は
そ
れ
ら
の
施
策
は
、
大

学
の
生
き
残
り
を
保
証
す
る
も
の
で
は

な
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
重
要
な
の

は
、
施
策
を
冷
静
に
見
極
め
て
自
学
の

改
革
に
活
用
す
る
こ
と
。
実
際
、
年
内

入
試
重
視
の
改
革
は
、
文
科
省
の
施
策

を
後
ろ
盾
に
し
て
進
め
た
も
の
で
す
。

岡
田

　行
政
の
縦
割
り
と
い
う
問
題
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
理
工
農
系
学
部

拡
充
の
支
援
事
業
で
公
私
立
大
学
２
５

０
学
部
を
文
系
か
ら
理
系
に
転
換
ま
た

は
新
設
す
る
の
は
よ
い
の
で
す
が
、
そ

の
需
要
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず

は
初
等
中
等
教
育
の
段
階
か
ら
理
系
を

志
向
す
る
生
徒
を
増
や
す
施
策
が
不
可

欠
な
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
政
策
誘
導

の
面
で
、
そ
う
し
た
動
き
は
確
認
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
高
等
教
育
だ
け
が
理

系
学
部
を
増
や
し
て
も
、
そ
の
政
策
に

持
続
可
能
性
は
担
保
さ
れ
ま
せ
ん
。

菅
沼

　本
学
を
は
じ
め
最
近
、
設
置
が

相
次
ぐ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
系
学
部
・

学
科
を
持
つ
大
学
を
全
て
調
べ
た
と
こ

ろ
、
そ
の
大
学
の
既
存
学
部
の
偏
差
値

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
と
学
生
募
集
の
状
況
が

文
科
施
策
を
冷
静
に
見
極
め

「
使
っ
て
」生
き
残
る

入
試
を
選
抜
型
か
ら

接
続
型
に
移
行
す
る
に
は

浄土真宗の精神
「平等・自立・内省・感謝・平和の心」
「真実を求め、真実に生き、真実を顕かにする」

“公正” “自由” “自治” 
基本理念
「地域と共に21世紀的課題に
立ち向かう大学」

キャンパス／京都府京都市、滋賀県大津市
学生数／21,064人
学部／文、心理、経済、経営、法、政策、国際、
先端理工、社会、農
研究科／文学、経済学、経営学、法学、理工学、
社会学、国際学、政策学、農学、実践真宗学

キャンパス／東京都世田谷区、神奈川県横浜市
学生数／7,987人
学部／理工、建築都市デザイン、情報工、
環境、メディア情報、デザイン・データ科学、
都市生活、人間科学
大学院／総合理工学、環境情報学

キャンパス／福島県福島市
学生数／4,377人
学類／人間発達文化、行政政策、経済経営、
共生システム理工、食農
大学院／地域デザイン科学、教職実践、
共生システム理工学、食農科学

龍谷大学 東京都市大学 福島大学

▶教育連携校（北陸高校、崇徳高校、神戸龍谷
高校、相愛高校）への教育プログラムの提供、
推薦入試制度による受け入れ
▶高大連携協定校（滋賀、京都、大阪、奈良の
公私立30校）への学習機会（進路ガイダンス・
模擬講義・大学見学会など）の提供
▶宗門関係校（20校）との高大連携・推薦入試
制度による受け入れ

▶来校型イベントを体系化。オープンキャンパス、
オープンミッション（探究学習プログラム）、オープ
ンファカルティ（学部学科独自企画）を実施
▶「原子力人材入試」のほか、「学際探究入試
（理工系）」「創作ソフトウェア入試」「創造デザ
イン入試」など、名称に学びのメッセージを込めた
入試を展開

▶総合型・学校推薦型選抜の募集人員の拡大
（３割）
▶県内高校の探究学習の支援
▶隣接県の教育庁、高校などとの「高大接続研
究会」の開催等

入試広報や
高大接続の
取り組み

▶「仏教SDGｓ」の理念を掲げ、SDGｓの達成
に資する取り組みを推進
▶歴史、古文書、日本文学、文化遺産学などに
伝統的な強みを持つ
▶どの学部にも何らかの形で地域社会に出る
フィールドワークがあり、全般的にアクティブ・
ラーニング系の学びが浸透している
▶「環境DNA」（先端理工学部）、「矯正・保
護」（法学部）、「食嗜好研究」「アグリDX」（農
学部）など、独自研究を展開
▶心理学部を2023年4月に新設

▶工学を源流とする「理工系総合大学」
▶PBL科目を全学部学科の学生に対して開講
▶「ひらめき・こと・もの・ひと」づくりプログラムを
展開し、「自身の専門分野を活かしつつ異分野
融合に取り組むことで、今までにないものを生み
出す」力を育成
▶データサイエンス、デザイン、グローバルリテラ
シーを学ぶ「デザイン・データ科学部」を2023年
４月に新設

▶震災を経験した大学として、VUCA時代の社
会課題解決に対応すべく、学生自らが考え、判
断し、行動できるようになるための教育に転換
▶「ふくしま未来学」の実施のほか、地域連携
をより積極化するために地域未来デザインセ
ンターを設置。過疎問題への対応や地域の
産業インキュベーション、被災地支援、風評被
害の払拭、食の安全などをテーマに人材育成
に取り組む

大学

建学の精神

概要

教育の特徴
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特集  教育改革と学生募集

リ
ン
ク
し
て
い
ま
し
た
。

岡
田

　緻
密
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
と

も
に
、
自
学
の
理
念
や
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

照
ら
し
て
「
勝
算
が
あ
る
」
と
確
信
が

持
て
な
け
れ
ば
、
新
設
し
て
も
初
年
度

か
ら
定
員
割
れ
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
設
置
認
可
要
件
の
厳
格
化
に

関
し
て
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
の

下
で
学
部
設
置
を
し
て
き
た
大
学
な

ら
、
大
き
な
問
題
に
は
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。
設
置
認
可
業
務
は
、
経
験
値

が
も
の
を
言
い
ま
す
。
久
し
く
新
設
を

し
て
い
な
い
大
学
は
難
し
さ
を
感
じ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
、
私
が
副
会

長
を
務
め
る
大
学
行
政
管
理
学
会
で

は
、
設
置
認
可
業
務
の
課
題
を
共
有
す

る
研
究
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

新
藤

　国
立
大
学
に
お
い
て
も
、
今
後

の
学
生
募
集
環
境
は
相
当
厳
し
く
な
る

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
学
部
間
の
科
目

の
重
複
や
教
育
成
果
の
可
視
化
の
問
題

な
ど
は
、
ど
の
大
学
で
も
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応

す
べ
く
、
組
織
改
編
等
改
革
の
検
討
を

進
め
て
い
る
大
学
は
少
な
く
な
い
は
ず

で
す
。
こ
れ
か
ら
数
年
の
う
ち
に
、
地

方
国
立
大
学
で
は
入
試
も
含
め
た
改
革

が
進
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
大
学
教
育

と
入
試
広
報
の
あ
り
方
は
？

岡
田

　い
よ
い
よ
少
子
化
の
影
響
が
深

刻
化
す
る
中
で
、
受
験
生
を
た
く
さ
ん

集
め
、
入
試
で
ふ
る
い
落
と
す
と
い
う

従
来
の
「
選
抜
型
」
の
学
生
募
集
策
は

先
が
見
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
接
触

段
階
か
ら
高
校
生
と
関
係
性
を
深
め
、

教
育
内
容
を
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
意

欲
を
高
め
て
受
験
す
る
よ
う
導
く
「
接

続
型
」
へ
の
転
換
が
不
可
欠
で
す
。
片

や
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
高
等
教

育
は
成
長
産
業
で
す
。
本
気
で
留
学
生

を
確
保
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
大

学
」を
め
ざ
す
必
要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

2
0
4
0
年
代
に
は
、
在
学
生
の
半
数

が
外
国
籍
に
な
っ
て
い
て
も
不
思
議
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

菅
沼

　お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
入
試
の
選

抜
機
能
は
ど
ん
ど
ん
弱
く
な
っ
て
い
く

で
し
ょ
う
。
本
学
は
入
試
制
度
と
大
学

の
特
色
を
コ
ラ
ボ
さ
せ
、
広
報
機
能
を

強
化
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
２
０
１

９
年
度
に
導
入
し
た
原
子
力
人
材
入
試

で
す
。
こ
れ
は
高
度
な
使
命
感
を
持
っ

た
原
子
力
技
術
者
を
養
成
し
た
い
と
い

う
意
思
を
込
め
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
。
原
子

力
安
全
工
学
科
は
本
年
度
入
試
で
も
志

願
者
が
増
加
し
、
志
の
高
い
学
生
が
入

学
し
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
入
試

に
大
学
が
学
び
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め

る
に
は
、
教
務
と
入
試
の
部
署
間
の
連

携
が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

新
藤

　国
立
大
学
の
入
試
制
度
に
お
い

て
は
、
依
然
と
し
て
70
%
以
上
を
共
通

テ
ス
ト
と
個
別
学
力
検
査
に
よ
る
一
般

選
抜
が
占
め
て
い
ま
す
。
た
と
え
学
ぶ

志
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
5
、
6
教
科

の
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
て
、
地
方
国
立
大
学
で
は
探

究
学
習
と
紐
づ
け
た
総
合
型
選
抜
の
導

入
と
募
集
人
員
枠
の
拡
大
が
進
ん
で
い

ま
す
。
本
学
も
2
0
2
5
年
度
入
試
か

ら
共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学
類
に
お
い

て
、
そ
の
趣
旨
に
基
づ
く
総
合
型
選
抜

枠
を
拡
大
し
、
か
つ
女
子
枠
を
設
け
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
今
後
の
入
試
改
革
に

向
け
て
、
高
校
教
員
と
本
音
で
話
す
機

会
を
増
や
し
て
現
場
の
課
題
を
共
有

し
、
同
時
に
こ
れ
ま
で
伝
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
本
学
の
魅
力
を
積
極
的
に
伝
え

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
高
大
接
続
改

革
が
正
し
い
方
向
に
進
め
ば
、
偏
差
値

が
全
て
で
は
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
国

立
大
に
と
っ
て
は
危
機
で
も
あ
り
ま
す

が
、
独
自
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得
す
る

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
は
ず
で
す
。

岡
田

　少
子
化
の
時
代
に
お
い
て
は
、

募
集
ニ
ー
ズ
か
ら
教
育
改
革
を
捉
え
る

視
点
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
専
門
分
野
を
教
授
す
る
よ
り
も
、
分

野
を
問
わ
ず
、
今
、
社
会
が
直
面
す
る

課
題
の
解
決
に
資
す
る
教
育
の
提
供
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
見
合
っ
た
教

育
改
革
や
３
ポ
リ
シ
ー
の
設
定
、
学
生

募
集
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

す
た
め
に
学
科
が
主
催
す
る
探
究
支
援

の
イ
ベ
ン
ト
「
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
」
も
始
め
ま
し
た
。

新
藤

　大
学
教
員
が
高
校
生
に
直
接
コ

ン
タ
ク
ト
で
き
る
機
会
が
増
え
る
の
は

い
い
で
す
ね
。
教
員
の
中
に
は
、
高
校

の
変
化
に
無
関
心
で
あ
っ
た
り
、
学
習

指
導
要
領
の
改
訂
が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で

き
て
い
な
い
人
も
い
ま
す
。
他
方
、
高

校
教
員
の
中
に
も
入
試
と
い
う
一
面
で

し
か
、
大
学
に
目
を
向
け
な
い
人
も
い

る
。
高
大
接
続
改
革
が
叫
ば
れ
て
久
し

い
で
す
が
、
お
互
い
を
理
解
し
合
う
と

こ
ろ
か
ら
始
め
な
い
限
り
、
深
い
部
分

に
踏
み
込
め
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

岡
田

　高
校
教
育
の
現
場
で
は
、
２
０

２
２
年
度
か
ら
新
時
代
に
対
応
し
た
高

等
学
校
改
革
推
進
事
業
（
普
通
科
改
革

支
援
事
業
）
に
基
づ
く
「
新
普
通
科
高

校
」
が
全
国
に
出
来
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
い
わ
ば
、
大
学
進
学
を
目
的
と
し
な

い
普
通
科
。
本
年
開
校
し
た
京
都
市
立

開
建
高
校
は
、
広
い
学
習
空
間
と
、
自

由
な
発
想
で
学
べ
る
環
境
を
備
え
、
地

域
の
課
題
解
決
を
探
る
探
究
学
習
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
本
学
は
京
都
市
教
育

委
員
会
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
お

り
、
現
在
、
い
く
つ
か
の
学
部
と
、
高

校
生
と
大
学
生
が
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
で

一
緒
に
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
可
能
性
を

模
索
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
形
に
な
れ

ば
、
全
学
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
藤

　わ
れ
わ
れ
も
、
ふ
く
し
ま
未
来

学
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
高
校
の
探
究
学
習
支

援
に
つ
な
げ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
探
究

を
軸
と
し
た
高
大
連
携
の
モ
デ
ル
づ
く

り
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
う
れ
し
い
こ

と
に
、本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
た
い
と
、

今
ま
で
入
学
者
が
少
な
か
っ
た
中
国
、

四
国
や
関
西
エ
リ
ア
か
ら
入
学
す
る
学

生
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
保
守
的
な
進

路
指
導
を
す
る
高
校
教
員
も
ま
だ
少
な

く
な
い
の
で
す
が
、
以
前
よ
り
も
受
験

生
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

―
―
近
年
の
文
科
省
の
施
策
に
は
、
ど

う
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

菅
沼

　以
前
は
文
科
省
の
施
策
を
い
ち

早
く
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
は
、
正
解
を

手
に
入
れ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
今
は
そ
れ
ら
の
施
策
は
、
大

学
の
生
き
残
り
を
保
証
す
る
も
の
で
は

な
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
重
要
な
の

は
、
施
策
を
冷
静
に
見
極
め
て
自
学
の

改
革
に
活
用
す
る
こ
と
。
実
際
、
年
内

入
試
重
視
の
改
革
は
、
文
科
省
の
施
策

を
後
ろ
盾
に
し
て
進
め
た
も
の
で
す
。

岡
田

　行
政
の
縦
割
り
と
い
う
問
題
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
理
工
農
系
学
部

拡
充
の
支
援
事
業
で
公
私
立
大
学
２
５

０
学
部
を
文
系
か
ら
理
系
に
転
換
ま
た

は
新
設
す
る
の
は
よ
い
の
で
す
が
、
そ

の
需
要
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず

は
初
等
中
等
教
育
の
段
階
か
ら
理
系
を

志
向
す
る
生
徒
を
増
や
す
施
策
が
不
可

欠
な
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
政
策
誘
導

の
面
で
、
そ
う
し
た
動
き
は
確
認
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
高
等
教
育
だ
け
が
理

系
学
部
を
増
や
し
て
も
、
そ
の
政
策
に

持
続
可
能
性
は
担
保
さ
れ
ま
せ
ん
。

菅
沼

　本
学
を
は
じ
め
最
近
、
設
置
が

相
次
ぐ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
系
学
部
・

学
科
を
持
つ
大
学
を
全
て
調
べ
た
と
こ

ろ
、
そ
の
大
学
の
既
存
学
部
の
偏
差
値

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
と
学
生
募
集
の
状
況
が

文
科
施
策
を
冷
静
に
見
極
め

「
使
っ
て
」生
き
残
る

入
試
を
選
抜
型
か
ら

接
続
型
に
移
行
す
る
に
は

浄土真宗の精神
「平等・自立・内省・感謝・平和の心」
「真実を求め、真実に生き、真実を顕かにする」

“公正” “自由” “自治” 
基本理念
「地域と共に21世紀的課題に
立ち向かう大学」

キャンパス／京都府京都市、滋賀県大津市
学生数／21,064人
学部／文、心理、経済、経営、法、政策、国際、
先端理工、社会、農
研究科／文学、経済学、経営学、法学、理工学、
社会学、国際学、政策学、農学、実践真宗学

キャンパス／東京都世田谷区、神奈川県横浜市
学生数／7,987人
学部／理工、建築都市デザイン、情報工、
環境、メディア情報、デザイン・データ科学、
都市生活、人間科学
大学院／総合理工学、環境情報学

キャンパス／福島県福島市
学生数／4,377人
学類／人間発達文化、行政政策、経済経営、
共生システム理工、食農
大学院／地域デザイン科学、教職実践、
共生システム理工学、食農科学

龍谷大学 東京都市大学 福島大学

▶教育連携校（北陸高校、崇徳高校、神戸龍谷
高校、相愛高校）への教育プログラムの提供、
推薦入試制度による受け入れ
▶高大連携協定校（滋賀、京都、大阪、奈良の
公私立30校）への学習機会（進路ガイダンス・
模擬講義・大学見学会など）の提供
▶宗門関係校（20校）との高大連携・推薦入試
制度による受け入れ

▶来校型イベントを体系化。オープンキャンパス、
オープンミッション（探究学習プログラム）、オープ
ンファカルティ（学部学科独自企画）を実施
▶「原子力人材入試」のほか、「学際探究入試
（理工系）」「創作ソフトウェア入試」「創造デザ
イン入試」など、名称に学びのメッセージを込めた
入試を展開

▶総合型・学校推薦型選抜の募集人員の拡大
（３割）
▶県内高校の探究学習の支援
▶隣接県の教育庁、高校などとの「高大接続研
究会」の開催等

入試広報や
高大接続の
取り組み

▶「仏教SDGｓ」の理念を掲げ、SDGｓの達成
に資する取り組みを推進
▶歴史、古文書、日本文学、文化遺産学などに
伝統的な強みを持つ
▶どの学部にも何らかの形で地域社会に出る
フィールドワークがあり、全般的にアクティブ・
ラーニング系の学びが浸透している
▶「環境DNA」（先端理工学部）、「矯正・保
護」（法学部）、「食嗜好研究」「アグリDX」（農
学部）など、独自研究を展開
▶心理学部を2023年4月に新設

▶工学を源流とする「理工系総合大学」
▶PBL科目を全学部学科の学生に対して開講
▶「ひらめき・こと・もの・ひと」づくりプログラムを
展開し、「自身の専門分野を活かしつつ異分野
融合に取り組むことで、今までにないものを生み
出す」力を育成
▶データサイエンス、デザイン、グローバルリテラ
シーを学ぶ「デザイン・データ科学部」を2023年
４月に新設

▶震災を経験した大学として、VUCA時代の社
会課題解決に対応すべく、学生自らが考え、判
断し、行動できるようになるための教育に転換
▶「ふくしま未来学」の実施のほか、地域連携
をより積極化するために地域未来デザインセ
ンターを設置。過疎問題への対応や地域の
産業インキュベーション、被災地支援、風評被
害の払拭、食の安全などをテーマに人材育成
に取り組む

大学

建学の精神

概要

教育の特徴


